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実践型地域研究ニューズレター-No.35  2011 年 9 月 まちやむら、そこに住む人びと（ざいち）の、 
知恵や生き方（=ち）から学び、実践する活動です。 
京都大学 
 学際融合教育研究推進センター 生存基盤科学研究ユニット 










































季節がやってきた。中河内の現場では 7 月 2 日に伐
開作業をおこなった。伐採した草木は十分に乾燥した





































1. 余呉の焼畑 今後の予定 
間引き･電柵張り:9 月中旬～下旬 中河内、赤子山 

















































































ている K さんを紹介された。K さんは、15 年ほど






























































































田植えの前日 田の四隅の土をクマデでならす シルツクリ 
 




           守山ＦＳ研究員 藤井美穂 
戦前から 1970 年頃まで、開発集落の全戸数は約 85









 次に、戦後から 1961 年頃までの開発における一毛
作田の田ごしらえまでの過程について、A さんと N
（男性 84 歳）さんの聞き書きから述べたい。 
 田ごしらえとは、「田植えをするために、土を細か

























































































平成 23 年 9月 5 日発行 
 催しのご案内 
■ いかだにのってみよう!!（保津川筏復活ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2011） 
1． 日時：平成 23年 9月 10日（土）13:00～16:00 
2． 場所：保津川下り乗船場向かいの河川敷(JR亀岡駅徒歩 20分) 
3． 主催：京筏組(保津川筏復活ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ連絡協議会) 
お問い合せ：亀岡市文化資料館  Tel: (0771-22-0599) 
E-mail: bunka-siryokan@city.kameoka.kyoto.jp 
URL:  http://hozugawa.org/program/ikada.html 
■ 第 38回 定例研究会 
1． 日時：平成 23年 9月 30日（金）16:00～19:00 
2． 場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
3． 発表： 朽木FS担当 （発表者未定） 
発表タイトル: 「未定」 
発表者･発表タイトルは、決まり次第お知らせします。 
＊連絡は、京都大学 東南アジア研究所 実践型地域研究推進室 
（担当：矢嶋 yajima@cseas.kyoto-u.ac.jp ）までお願いします。  
















































         東南アジア研究所 中村均司 
平成 23 年 8 月 1 日～3 日、山口県阿武町で標記
国際会議を開催しました。これは東南アジア研究所
の国際共同拠点公募研究「ミャンマー、バングラデ
シュ、日本の農村の生存基盤に関する相互啓発実践
型地域研究」の取組みの一環であり、本年 2 月京都
府亀岡市で開催した会議に次ぐものです。今回は京
都大学生存基盤科学研究ユニット、京都大学東南ア
ジア研究所、高知大学自然科学系「中山間プロジェ
クト」、阿武地域グリーンツーリズム推進協議会の
共催、阿武町と山口大学エクステンションセンター
の後援で開催されました。 
１日目は、『阿武町から「むら」を考え直す公開
セミナー』として町民にも広く参加が呼び掛けられ
ました。安藤和雄（東南アジア研究所）の基調講演
と中村秀明町長のコメント（セッション①）に続き、
高知県大豊町怒田集落からの報告（同②）が行われ
ました。市川昌広さん（高知大学）と氏原学さん（農
家）の集落の存亡をかけた取組みに参加者は熱心に
聞き入りました。セッション③の「アジアの村」は、
ソンパーン・パスワンさん(ラオス国立大学）、矢嶋
吉司（生存基盤科学研究ユニット）、イエーゼルさ
ん(ブータン王立大学）、 
キン･ウーさん(イエジ
ン農業大学、ミャンマ
ー）、ミンツ・ミャッ
ト・モエさん(イエジン
農業大学院生）が各々
の国や地域・大学での
農村開発や教育・実践
活動を紹介しました。 
２日目は阿武町の現地視察(エクスカーション）が
行われました。作付されていないほ場整備田、海を
臨む棚田と御山神社、宇生賀地区などを実際に見
て、阿武町の良さや課題などについて理解を深めま
した。尾無集落では漁師で阿武地域ＧＴ推進協副会
長の茂刈達美さんから漁港などを案内していただ
きました。30 年前に消滅した集落の復活に取り組む
 
写真１： 
町民参加の公開セミナー 
  
写真２：現地視察 
（左：あったか村での説明を聞く参加者、右：御山神社） 
